
ながさき森林環境税の認知度アンケート調査結果

○アンケート期間：平成30年１０月15日～３１日（1７日間）

○調査目的：県民の皆様にながさき森林環境税の取組みをより一層理解していた

だくため、森林環境税の認知度を向上させる必要があります。今後のPR活動等

の参考とするために現在の認知度を調査しました。

○調査対象：ながさきWEB県政アンケート全モニター34２名

○回答状況：回答者30６名（回答率89.５％）

○調査担当課：農林部林政課

※小数点以下第1位を四捨五入しているため、構成割合の合計が100％にならな

い場合があります。

■ 回答者の属性

男女構成比率

年齢構成比率

44.8%
55.2%

男性

女性

性別 人数 構成比率（％）

男性 137 44.8%

女性 169 55.2%

合計 306 100%

年齢 人数 構成比率（%）

10代 3 1.0%

20代 29 9.5%

30代 66 21.6%

40代 62 20.3%

50代 63 20.6%

60代 62 20.3%

70代以上 21 6.9%

合計 306 100%
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■ アンケート結果

質問１．長崎の森林について関心がありますか。

質問２．森林は私たちの暮らしや産業を支えるのに大きな役割を果たしていると

思いますか。

質問３．森林には、地球温暖化防止、土砂災害防止、水を蓄える機能など、色々

なはたらきがあることを知っていますか。

86.3%

2.3% 11.4%

１．思う。

２．思わない。

３．わからない。

18.6%

49.7%

28.4%

3.3%

１．とても関心がある。

２．すこし関心がある。

３．あまり関心がない。

４．全く関心がない。

33.0%

56.5%

9.2%

1.3%

１．よく知っている。

２．ある程度知っている。

３．あまり知らない。

４．全く知らない。

項目 回答数 割合

１．とても関心がある。 57 18.6%

２．すこし関心がある。 152 49.7%

３．あまり関心がない。 87 28.4%

４．全く関心がない。 10 3.3%

総計 306 100.0%

項目 回答数 割合

１．思う。 264 86.3%

２．思わない。 7 2.3%

３．わからない。 35 11.4%

総計 306 100.0%

項目 回答数 割合

１．よく知っている。 101 33.0%

２．ある程度知っている。 173 56.5%

３．あまり知らない。 28 9.2%

４．全く知らない。 4 1.3%

総計 306 100.0%



質問４．森林の色々なはたらきの中で、

最も期待するはたらきを１つだけ選んで

ください。

質問５．近年、木材価格の長期低迷などのため森林管理を十分に行えず、森林の

持つ色々なはたらきが低下してきているのを知っていますか。

質問６．家を建てたり、家具や積み木などのおもちゃなどを購入するなど、木材

を利用する場合、どのような基準で選びますか。

20.0%

38.0%

5.0%

26.0%

8.3%

1.7% 0.7%
0.3%

１．水を蓄える機能

２．土砂災害防止

３．木材等の生産

４．地球温暖化防止

５．生物の多様性

６．森林セラピーなどの癒し

７．潮害・風害の防止

その他

13.3%

32.4%39.2%

15.0% １．よく知っている。

２．ある程度知っている。

３．あまり知らない。

４．全く知らない。

7.2%

41.8%

10.8%

37.9%

2.3%

１．県産木材を優先

的に選ぶ。

２．国産材を優先的

に選ぶ。

３．安いものを選ぶ。

４．特にこだわりはな

い。

その他

項目 回答数 割合

１．水を蓄える機能 60 20.0%

２．土砂災害防止 114 38.0%

３．木材等の生産 15 5.0%

４．地球温暖化防止 78 26.0%

５．生物の多様性 25 8.3%

６．森林セラピーなどの癒し 5 1.7%

７．潮害・風害の防止 2 0.7%

その他 1 0.3%

総計 300 100.0%

項目 回答数 割合

１．よく知っている。 39 13.3%

２．ある程度知っている。 95 32.4%

３．あまり知らない。 115 39.2%

４．全く知らない。 44 15.0%

総計 293 100.0%

項目 回答数 割合

１．県産木材を優先的に選ぶ。 22 7.2%

２．国産材を優先的に選ぶ。 128 41.8%

３．安いものを選ぶ。 33 10.8%

４．特にこだわりはない。 116 37.9%

その他 7 2.3%

総計 306 100.0%



質問７．外国での違法伐採の報道などから、「木を伐ることが環境を破壊してい

る」との意見もありますが、間伐（樹木の混み具合に応じて本数を調整するため

に伐ること）等の作業を行うことにより環境が守られているということを知って

いますか。

質問８．森林ボランティア団体が、森林整備（間伐等の作業）などの森づくり活

動を行っていることを知っていますか。

質問９．自らは森林ボランティア活動に参加出来ないにしても、何らかの形で森

林を守るために応援（活動）したいと思いますか。

21.6%

47.1%

23.9%

7.5%
１．よく知っている。

２．ある程度知っている。

３．あまり知らない。

４．全く知らない。

2.6%

38.9%

58.5%

１．参加したこともあ

る。

２．知っている。

３．知らない。

7.2%

88.9%

3.9%

１．自ら参加したい。

２．応援したい。

３．参加も応援もした

くない。

項目 回答数 割合

１．よく知っている。 66 21.6%

２．ある程度知っている。 144 47.1%

３．あまり知らない。 73 23.9%

４．全く知らない。 23 7.5%

総計 306 100.0%

項目 回答数 割合

１．参加したこともある。 8 2.6%

２．知っている。 119 38.9%

３．知らない。 179 58.5%

総計 306 100.0%

項目 回答数 割合

１．自ら参加したい。 22 7.2%

２．応援したい。 272 88.9%

３．参加も応援もしたくない。 12 3.9%

総計 306 100.0%



質問１０．長崎県には手入れ不足のため、森林の持つ色々なはたらきが十分に発

揮されていない森林が多く存在しますが、今後、森林の整備をどの程度進めるべ

きだと思いますか。

質問１１．社会全体で森林を支える仕組みとしてながさき森林環境税が導入され

ていることを知っていますか。

質問１２．ながさき森林環境税の導入は、どのよ

うな情報で知りましたか。（複数回答可）

8.2%

22.5%

69.3%

１．よく知っている。

２．聞いたことはある。

３．知らない。

項目 回答数 割合

１．よく知っている。 25 8.2%

２．聞いたことはある。 69 22.5%

３．知らない。 212 69.3%

総計 306 100.0%

54.2%

28.4%

10.5%
6.9% １．これまで以上に森

林整備を進めるべき。

２．現状程度の森林整

備を維持すべき。

３．森林所有者の判断

に任せる。

４．特に整備を行う必

要は無い。

５．わからない。
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その他

項目 回答数 割合

１．これまで以上に森林整備を進め
るべき。

166 54.2%

２．現状程度の森林整備を維

持すべき。
87 28.4%

３．森林所有者の判断に任せる。 32 10.5%

４．特に整備を行う必要は無

い。
0 0.0%

５．わからない。 21 6.9%

総計 306 100.0%

項目 回答数

１．テレビ 36

２．ラジオ 12

３．新聞 35

４．公共の広報誌 45

５．イベント会場 1

６．ホームページ 2

その他 4

総計 135



質問１３．ながさき森林環境税を活用し、森の整備が進み、森林の持つ色々なは

たらきが回復してきています。また、森林ボランティア活動が活発に行われてい

ます。このような取組をどう思いますか。

質問１４．ながさき森林環境税を活用した事業を

行うとした場合、どのような取り組みを希望しま

すか。（最大 3 つまで回答願います）
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１．手入れ不足の森林の整備

２．花粉症対策

３．荒廃した竹林の対策

４．里山林の整備

５．シカ等有害鳥獣の被害林整備

６．森林ボランティア団体支援の充実

７．木材利用の推進

８．長崎県産木材の流通拡大支援

９．条件不利地における間伐材の運搬費支援

１０．施設の木質化・木製品の導入支援

83.3%

2.6%
14.1%

１．必要だと思う。

２．必要ではない。

３．わからない。

項目 回答数 割合

１．必要だと思う。 255 83.3%

２．必要ではない。 8 2.6%

３．わからない。 43 14.1%

総計 306 100.0%

項目 回答数

１．手入れ不足の森林の整備 217

２．花粉症対策 70

３．荒廃した竹林の対策 121

４．里山林の整備 70

５．シカ等有害鳥獣の被害林整備 52

６．森林ボランティア団体支援の充
実

56

７．木材利用の推進 62

８．長崎県産木材の流通拡大支援 53

９．条件不利地における間伐材の
運搬費支援

32

１０．施設の木質化・木製品の導
入支援

20


